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反復されるが，第3節では1，2行が中断，また最終節では最後の2行は第1節と同じリ

フレインとなっている。音色に関しては全体的にこのような気分に相応しい，いくらか鈍

い感じが響いているが，その音調は，さらに言葉の意味が暗示する気分的なもの，ないし

雰囲気に依存しているであろう。すなわち「豊かな音楽的響き」は例えば「まどろみの香

りを吹きかける」とか，3行目の詩句に聞かれ，また1行目，そして最後の行の意味的コ

ントラストはリズムの中断を支えているであろう。

というわけで｢音響詩｣Lα"軽"℃〃のように擬音語あるいは純粋にリズム･音色といっ

た音声・音響的要因のみに依存する詩作品，あるいは宗教儀礼などにおけるように，少な

くとも一般信者には意味不明な呪文や祈祷文で宗教的・美的雰囲気を醸し出す－この場

合しばしば効果を高めるために実際に旋律ないし旋律的なものが加わる－というケー

ス，日常的にも意味不明の外国語や方言などの言葉の響きが美的に感じられるということ

も認められるにせよ，一般的には杼情詩といえども言葉を介する以上，意味内容の暗示も

関わらざるをえないし，むしろそこから一種の音楽的雰囲気が漂ってくることさえある。

そしてこの要因によって音楽的散文作品，あるいは散文パッセージの音楽性について語る

ことも可能になる。もちろん杼情詩ないし韻文では，意味は音と相携えて音楽的気分を醸

成しているというのが一般的な姿であろう。しかし，なにより杼情詩では，まず詩が生ま

れる過程で詩人の感情が呼び覚ました言葉に響いている感覚的な音楽が読者・聴者を引き

付けること，すなわち，どちらかといえば音声・音響的要素に優位性を与えるのがシュト

ルムの主張であり，そのような作品を生み出す，あるいは生まれてくるのがその願いであ

るかのようである。それでは，そのような杼情詩観からどのような作品が生み出されたか。

その言葉はどのような音楽を響かせているかが我われの関心を引くことになろう。

例えば上田敏の訳で有名な『七月』Juliという詩は，この点で優れた音楽的作品として注

目される。ここでは敏の訳ではなく，大意のみを示す。

KlingtimWindeinWiegenlied,

Sonnewarmherniedersieht,
●●

SeineAhrensenktdasKorn,

RoteBeereschwilltamDorn,

SchwervonSegenistdieFlur-

JungeFrau,wassinnstdunur?(8)

風のなかに子守歌が響き，

日は暖かく輝き，

麦の穂は重く垂れ，

茨には赤き実膨らみ，

野には天の恵みが満ちる－

若き女よ，何を想う。

この強弱格（トロカイオス）4詩脚1節の詩では全体的に，しかし特に第1行に繰り返さ

れる明るいi音がまず耳に響く。さらに柔らかい有声のW,S音が目立つ。また2行づつ

対韻風に脚韻を踏んでいるが，いずれもいわゆる男性韻で落ち着きを感じさせる。その母
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音はi－o－uと明るい音から暗い音に交替し，しかも最終行ではこの暗いu音が何度か

繰り返されているのは印象的である。全体は平易な意味の語と簡素な統語構造により快適

なリズムを生み出している。さらにWind,Wiegenlied,warm;Ahren,Beeren,Segen;

schwillt,schwerなどの頭韻的,あるいは反復的な音が注目されよう。これらすべてがこの

詩の言葉の優しい旋律・音楽となって，明るい七月の自然と豊かな実り，そして希望・幸

福と期待といくらか不安の混じりあう身重の若い女の気持ちを暗示していると思われる。

シュトルム流に言うなら，この音楽がまず聞き手を魅了し，詩のメッセージはこの音楽を

通じて聞き手の心に結実するということになろう。かなり成功した作品であろう。

因みにこのような音楽的トーンを翻訳に移すことはほとんど不可能である。上田敏の訳

が音楽性を感じさせるとすれば，それは，いわゆる五七調のリズムと，意味の領域の詩的

雰囲気に多くを依存しているということになろう。

3節からなる『ナイテインケール』DieNachtigallも音楽的な歌である。第1節を引用す

る。

Dasmacht,eshatdieNachtigall

DieganzeNachtgesungen;

DasindvonihremsiiBenSchall,

DasindinHallundWiderhall

DieRosenaufgeSprungen.(9)

それは，ナイテインケールが

夜通し鳴いたから。

その甘い歌声の調べの，

こだまする響きのなかで

薔薇のつぼみは開いた。

ここでは，何よりも若々しい喜びを感じさせるa音が優勢である。鳴きしきる甘美なナイ

ティンケールの歌声と，愛を暗示する薔薇の開花の感情的気分を示しているかのようであ

る。さらにmacht,Nachtigall,Nachtの反復がそれを強めているであろう。3,4行の

Schall,Hall,Widerhallの脚韻と内部韻が複合された巧みな反復は，いかにも烏の歌がこ

だましながら響く様が伝わってくる。また各行頭のd音のアナフォリシュな反復，弱強格

（イアンボス）4詩脚の行の男性韻-allと3詩脚の行の女性韻-ungenの交替も心地好いリ

ズムの変化をもたらす響きとなっている。また意味的要素も音楽性に寄与している。すな

わち「小夜啼烏の甘美な歌で薔薇が咲いた」においては，一種の共感覚的･比喰的なレヴェ

ルで，鳥の鳴き声と開花が結ばれることによって音楽的気分を高めている。この詩節は，

少女の恋心の芽生えを暗示する中間節を挟み，第3節としてそっくり反復され，アリアな

どにみられるいわゆるダ・カポ形式をとっている。大体あらゆる種類の反復には音楽的気

分を醸し出す可能性が存在するが，リフレインのように詩行が繰り返されたり，また節全

体が繰り返される場合には，特にその印象が高められることが多い。シュトルムの杼情詩

においても,様々な反復手段がその音楽的雰囲気のために至る所で巧みに用いられている。
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例えば，よく親しまれている『まち』DieStadtのAmgraunenStrand,amgrauenMeer

におけるgrauの反復，この詩全体における語Stadt,Meerなどのキーワード的反復，ま

たaufdir;DugraueStadtamMeerなどの語句の反復，先に触れた『ヒアシンス』のあ

の有名なリフレインIchhabeimmer,immerdeingedacht;/Ichm6chteschlafen,aber

dumuBttanzen,また詩集の冒頭を飾る『十月の歌』OktoberliedのSchenkeindenWein,

denholden,/Vergolden,javergoldenの語の反復,4節目での節全体の反復などは，そ

のほんのささやかな例に過ぎない。このような例を見出すことは極めて容易である。

このように杼情詩に代表される言葉の音響的な音楽的特色は，韻文の基本的枠組み構造

でもある韻律〃'加加,これに支えられながら流れる言葉のリズム,様々な韻律的特色,す

なわち脚韻，頭韻，内部韻Bj""e"”伽，類音Asso"α"zなど，また，あらゆる種類の

反復，すなわち語，語句，詩行，詩節の反復，平行構文，そして子音･母音の全体的調和，

対応などであるが，さらに時には音楽作品との形式的類似性一一リート形式，変奏曲形式

とかソナタ形式,時にフーガなどの対位法的形式まで話題になることがある－－､また様々

な動機，ライト・モテーイフ風反復などが，詩の言葉に音楽性を与えることがある。

しかし自明のことであり先にも触れたが，繰り返せば，言葉の音楽性は多くの場合，単

に音声・音響的なモメントによってのみもたらされるものではない。一般的にはこの要素

に言葉の意味内容が結合される。そしてその際，言葉が論理的意味から遠ざかれば遠ざか

るほど，音声・音響的要素が優位となり音楽性を帯びてくると言える。しかし音楽的雰囲

気はまたこのような音響的要素を介さず言葉のもつ意味内容からも生じてくる。すなわち

非論理的・感情的意味を伴う言葉や巧みな比喰的表現のリリシズムがもたらす音楽性も注

目されなくてはならない。特に散文ではこの手段が音楽性に寄与するであろう。それと形

式的類似とモティーフ反復が恐らく関わってくるであろうが，これについては次の章で論

ずる°

なお，ドイツ語杼情詩の日本語翻訳では主に意味的な領域のみが再現可能ということに

なろう。これについては先の『七月』でも触れた。

ところで杼情詩のなかでも，シュトルムが好んだリートL"αは恐らく全ての文学形式

のなかで最も音楽的と言えよう。また実際作曲されることも多い。単に韻律・リズムとい

うだけなら他にも様々な形式がある。なぜリートが特に音楽的なのであろうか。それは一

般的にまず詩行が短くせいぜい3ないし4詩脚，構文的にも簡素で，また節構造も3～5

行，従ってリズムが滑らかで流動的な点によると思われる。また詩全体も同一形式の節が

数個で構成され短い－少なくとも起源的には－音楽形式である「歌曲」の歌詞として

も適している。これに加えて韻律が比較的自由なので，感情表現のために有利な感覚的な

音色の言葉を選ぶのがより容易である。さらにリートは感情表現のために有利な意味内容

の語力§選ばれ，言葉のリリシズムに重点が置かれることにより，自ずから音楽的気分が増
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とも取れる，シュトルム・ファンにとっては悪名高き評となったのであろう。シュトルム

もこれに対し相応に報いていることは，よく知られている通りである。要するに『みずう

み』は音楽的文学作品であることは間違いない。しかし，その音楽性はどのような点に認

められるのであろうか。

このラインハルトとエリーザベトの修い愛の物語はまず，そこに挿入された杼情詩に

よってその音楽的雰囲気を高めていることは明らかであるが，この手段はすでにケーテや

ロマン派で好まれていたものである。このノヴェレにあっては，いくつもの杼情詩が巧み

に挿入されているが，多くは，それぞれの場面のクライマクスとなっていると言える。例

えば，森で見付けたラインハルトの最初の詩，大学町のラーツケラーで歌われるジブ。シ一

風女の歌『ただ今日だけ』，クリスマスの贈物から故郷を回想しながら口ずさむ詩,またエー

リヒの館での民謡披露の場面，とりわけ『エリーザベト』の二重唱を思い起こされたい。

また昔の歌『ただ今日だけ』が突然よみがえる件は，情緒的ばかりではなくモテイーフの

反復という意味でも音楽性を感じきせ巧みである。これらの杼情詩が実際歌われる場面で

は，特に音楽的気分の高まりが感じられる。

こうした挿入の杼情詩は必然的に韻律・リズムやその他音響的な要素と言葉の杼情的意

味に支えられた音楽性を示しているが，後者の杼情的意味に依存する音楽的な表現も注目

される。それは，もっぱら論理的意味・概念から離れた情緒的な言葉から生じてくるが，

例えば愛がささやかれる場面や，非現実的なファンタジーや夢の世界，そして傍い追憶や，

不思議な予感など，凡そ現実的・日常的世界から離れた世界に関わるのである力ざ，これは

もちろん韻文ばかりでなく，散文のパッセージでも可能であろう。この意味でも『みずう

み』は音楽的作品である。そもそも全体的にも主要部分は老ラインハルトの回想として展

開されていて，それだけで音楽的気分をたたえているが，さらに個々のより音楽的な場面

が注目される。例えば短いが童話を物語るシーン，森での毎探しの場面の自然とラインハ

ルト少年の体験の描写，クリスマスの贈物とエリーザベトの手紙を手にしてふと襲ってく

る郷愁，故郷での休暇と詩を書きとめたノートと別れの朝，数年ぶりの今はエーリヒの妻

となっているかつての恋人との再会，「夕暮れのベンチ｣のそばでの出来事などがこうした

雰囲気を感じさせるパッセージであるが，またインメン湖畔での主人公たちの失われた愛

に対する回顧のシーンでは，言葉では言い表し難い二度とは帰らぬ苦悩の気分力罰憂愁のメ

ロディとなって響いているかのようである。さらに，この前の章の「ヴェールにつつまれ

た美しさ」として有名な月の光に照らされた睡蓮の象徴的な描写は，恐らくシュトルムが

目指していた，文学における聴覚的・視覚的・感覚的要素の融合の優れた例とさえ言える

であろう。ここでも原文の響きはもちろん重要であるが，以下訳文のみを引用する。

｢森は黙々として，暗いかげを遠く湖上になげ，湖心はむし暑い朧な月影をあびてい
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音楽的である。挿入杼情詩で触れたラーツケラーのシーンと後の民謡歌唱の場面は，まさ

にこの意味でこの短編の音楽的ハイライトである。

しかし先に紹介したゴットシャルの「音楽的」というコメントは，恐らく，さらにもう

一つの特色に向けられている。それは全体の構成についての所見であろう。すなわち『み

ずうみ』は回想に耽る老人が最初と最後の枠で描かれ，このう°ロロークあるいは前奏曲と

エピロークあるいは後奏曲の間に，緩く8情景の思い出の章が配されているが，その連続

はどちらかといえば手堅い構成を示すものではなく，例えばロマン派作曲家シューマンの

歌曲集，あるいはキャラクター・ピースのチュクルスを思い起させよう。いわば構成の点

でも音楽形式への平行的類似性から音楽性を感じさせている。この点ではさらに，この作

品の「実らない愛」を暗示する様々なモテイーフの反復や巧みな再現は，読者に音楽的印

象をもたらす重要なファクターとなっている。先に示した睡蓮のモティーフはその一つの

例に過ぎないが，最も優れた例でもある｡('3）

このように言葉･文学の音楽性にはいくつものアスペクトがあるが，『みずうみ』はこの

すべての視点からみて音楽的な作品といっていいであろう。

シュトルムの音楽的な散文作品

ここで，さらに『みずうみ』以外のシュトルムの音楽的な散文作品について少し触れる

ことにする。

まず『みずうみ』でも見られたような，音楽的雰囲気を高めるための杼情詩挿入の手法

が注目されるが，これは例えば，貴族令嬢と教養市民階級の青年との愛の物語『城にて』

ImSchloB,異郷で故郷を思いながら祝うクリスマスの物語『樅の木の下で』Unterdem

Tannenbaum,またシュトルムの3男で音楽を学んでいたカルルの将来の姿を思い浮かべ

ながら書かれた『静かな音楽家』EinstillerMusikant,野心的企業家の音楽好きな娘ケテイ

の悲劇『森水遊園』Zur"Wald-undWasserfreude",カルルの伝えた音楽学校生の悲劇

的エピソードを素材とする『昔二人の王子ありき』"EswarenzweiK6nigskinder''－こ

こにはシュトルムでは唯一民謡の楽譜の最初が引用されている一などの作品に見られ

る。なお，先述の詩『ナイテインケール』も最初はメールヒェン『ヒンツェルマイアー』

Hinzelmeierに挿入されていたものである。

これらのなかで『静かな音楽家』の「菫の園の歌」は内容的にも，また巧みなモティー

フ反復により，最後は演奏会で歌われるという設定で最も成功している1例と言えよう。

「汝，愛する麗しの神の世界よ

汝がゆえにわ力笥心の闇は明けぬ／
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Hrsg.vonLaage,K.E.Berlinl976.Bd.2,S.57

アウフバウ版全集=TheodorStorm.SamtlicheWerkeinvierBanden.Hrsg.vonGold-

ammer,Peter.Berlin/Weimarl9927.第1巻36ページ以下参照

アウフバウ版全集第1巻37ページに引用，及び122ページ以下に全節収録

マンの『シユトルム論』（注1参照)，519ページ

アウフバウ版全集第1巻149ページ｡上田敏訳は岩波文庫版にも収められている力罰,敏のオリジナ

ルの5行目に誤訳を含むため，改訳されている。

アウフバウ版全集第1巻116ページ以下

TheodorStorm:Immensee.(ErlauterungenundDokumente).Hrsg.vonBetz,F.Stutt-

gart(Reclam)1984.S.59により引用。なお「ここに」とは，いくつもの作品がまとめて取り上げ

られている「文学的小品」LiterarischeKleinigkeitenなる欄を指している。

原文はアウフバウ版全集第1巻518ページ以下，訳文は岩波文庫版･関泰祐訳『みずうみ』61ペー

ジ以下から引用

アウフバウ版全集第1巻（原文）524ページ，訳文は岩波文庫版71ページ

拙論『｢みずうみ」を読む』（日本シュトルム協会編『シュトルム文学研究』東洋出版［1993］所収）

で，この作品のモティーフの展開・反復の概要を示した。

アウフバウ版全集第2巻（原文）573ページ以下，訳文は岩波文庫版･国松孝二訳『美しき誘い』

52ページ以下から引用。

Riickert,Friedrich:GedichteundSpriiche.Insel-BiichereiNr.342.1952.S.7f.

アウフバウ版全集第3巻613ページから引用

発表当時ハイゼなどに批判された。また散文のなかに抑揚格のリズムを指摘されたが,これはシュト

ルムも改めている。

アウフバウ版全集第4巻53ページ以下から引用

アウフバウ版全集第2巻321ページ以下

注(2)参照

拙論『回想の文学一一シユトルム文学論』金沢大学教養部論集30-1(1993)参照

(5）

ｊ
ｊ
ｊ

６
７
８く

（9）

(10)

(11）

(12）

(13）

(14）

(15）

(16）

(17）

(18）

(19）

(20)

(21）

ZurMusikalitatderStormschenDichtung(Kurzfassung)*

Wiebekannt,warTheodorStormsehrmusikalisch,sospiegeltsichseineMusikalitat

unausweichlichinseinendichterischenWerken,nichtnurinderrhythmisch-klanglich

sch6nenLyrik,sondernauchmehrfachindenProsawerken・DasMusikalischeinseinen

pOetischenWerkenistoffensichtlicheinesderwichtigstenMomente,diedenLeser,

aberinsbesonderedenH6reranziehen,waswohlleichtverstandlichist,weilseine

KunstwerkewahrscheinlichsehroftgeradeauseinemmusikalischenZustandoderim

engenZusammenhangmitderMusikentstandenseink6nnen.Einsthatnamlichder

DichterselbstfolgendermaBenseinepoetischeUberzeugungmanifestiert:"Wieichin

derMusikh6renundempfinden,indenbildendenKiinstenschauenundempfinden

will,sowillichinderPoesiewom6glichallesdreizugleich[……]dieseWortemiissen
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SzenederLiebesriickblendeamlmmensee.DievielgeprieseneverschleierteSch6nheit,

dieSymbolikderWasserlilienszenek6nnteebeneinidealesBeispielfiireinepoetisch-

malerisch-musikalischeFusionsein,wiesieStormgewiinschthatte.

WeiterwirdeinaufmerksamerLeserineinerrondoartigenWiederkehrderdieun-

fruchtbareLiebeandeutendenMotiveodergewandtenReprisendesVorausgehenden

einemusikalisch-kompositorischeAffinitatwahrnehmen,wiemanindenloseund

verschwommenverbundenenAbschnitteneineFormenahnlichkeitmiteinemZyklus

derLiederoderCharakterstiickeSchumannscherArtempfindenkann. Sokannman

dieNovelle@@Immensee"sicheralsmusikalischbezeichnen.

ManwirdfernerahnlicheBeispieleausseinenNovellenundMarchenunschwer

sammelnk6nnen・EsseienhiernureinigebedeutendemusikalischeNovellenge-

nannt:"SpateRosen'',"Amtschirurgus-Heimkehr","EineHalligfahrt'',"Aquis

submersus", "EinstillerMusikant","EinFestaufHaderslevhuus''usw・DerLeser

wirddarinreichlichsprachmuskalischeMelodieundStimmung-imobenerkl乱rten

Sinne-h6renundfiihlenk6nnen.

IndemmansichumdieKorrekturdesverfalschtenStormbildesbemiiht,wurde"der

kritischeStorm''mitRechtbetont,wobeiaberauchbestatigtwordenist,daBseine

ErinnerungsdichtungwesentlichmitdemVerganglichkeitsgefiihlverbundenist・Das

GefiihllaBtnotwendigerweiseeinenlyrischenmusikalischenGrundtonerklingen･Das

MusikalischeinseinerPoesiescheinteigentlich,obbewu6toderunbewuBt,demGefiihl

Stormszuentstammen,etwasmitderSprachenichtSagbaresausdriickenzuwollen,

umwohldasVerganglichkeitsgefiihlzuiiberwinden・SoklingtdieMusikinseinen

GedichtenundErzahlungenmitverganglichenStimmungenbesondersnachhaltig.

DieMusikbeiihm,dieMusikalitatinseinerDichtungwarevielleichtnebenLiebeund

ErinnerungserzahlungeinedritteM6glichkeit,Einsamkeit,AngstunddasVerganglich-

keitsgefiihlzuiiberwinden.
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